
2023年度 はる実践報告会    

 

毎年恒例の「実践報告会」が 3/1（金） 

パイ焼き窯にて開催されました。   

 

今年は、4年ぶりの対面開催でご家族、外部の方々

をお招きし、オンラインと平行して開催することがで

きました。               

 

日々の実践を振り返り、支援の課題に向き合い、 

共有することで、法人全体の支援力を強化する目的が、報告会

にはあります。 

 

今年は、各事業所から 3 名の報告を聴くことができました。 

すべての報告が印象深いものでした。 

 

 

はるの職員が、この報告会を通じて得るものは、大きく２つあると考えます。 

 

 ・ひとつは、発表を通じて「伝える力」を育んでいくこと。 

発表題材を決めて、構成を考え、聴く側が理解しやすいように 

組み立てを行っていくこと。 

 

このことは、日常の支援の場でも同様で、利用者の皆様に仕事内

容を、わかりやすく手順を追ってお伝えしていくことにつながって

いく、とても大切な作業です。 

 

・ふたつ目は、職員が日頃、どのような支援を行っているのか、共有できること。 

複数の事業所があり、仕事内容も異なる中で、他の職員が何に困っているのか、それに対し

どのような実践を行ったのか、共有しヒントを得ることできることです。 

今後も報告会を通じて、支援力強化を目指していきたいと思います。 

 

ご来場、ご視聴いただいた皆様、本当にありがとうございました！ 

次年度も報告を続けてまいりますので、ぜひご参加いただきたく思います。 

                            はる 研修委員会 
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